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　民俗文化財とは、人々が日常生活の中で生み出
し継承してきた文化で、人々の生活の移り変わり
を知るために欠かすことができないものです。そ
の中で、四季折々の祭りや年中行事、民俗習慣や
民俗芸能、生活や生

なりわい

業に関わる製作技術などの民
俗技術が無形民俗文化財です。

　本市には、昨年11月に市指定無形民俗文化財に指定された「行徳の神
み こ し

輿文化と祭礼」の他に、「国府台辻切り」・「御
お

奉
び

謝
しゃ

」も市指定無形民俗文化財に指
定されています。今号では、古くから口頭などで受け継がれ、次世代へつないでいきたいこの2つの伝統行事を紹介します。 ☎701-8399考古博物館
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わらの大蛇が村を守る

豊作祈願のにらめっこ

　わらを編んで2ｍほどの大蛇
を4体作り、お神

み き

酒を飲ませて
魂
たま

入
い

れをした後、村の四隅にあ
る木にお祀

まつ

りします。村の出入
り口にあたる四隅の辻を霊力に
よって遮断することから、この名
が付きました。大蛇がにらみを
きかせて地域の中に悪霊や悪

あく

疫
えき

などが入ってこないように守って
くれるといわれています。 

1月17日（金）午前９時～11時
国府台天満宮（国府台3-11-

11）

頭、胴体、目玉を担当する人がそれぞれ
作っていきます。

参道や本殿の入口、鳥居など11カ所に
注連縄を張り、清浄な場にします。

飾りものや餅ぶつけに使う餅を、
三臼に分けてつきます。

餅に当たると、無病
息災など良いこと
があるといわれて
います。

当番を引き継ぐ「オトウ渡しの儀」のため、
５人ずつ床の間の前に進み出てお神酒を
いただきます。

最初に作った鶴亀など、床の間にさま
ざまな形の飾りものを供えます。

いよいよにらめっこ。
行
ぎょう

司
じ

を挟んだ2人が
神妙な顔でにらみ合
い、笑ったら、両者が
罰として大杯でお酒
を飲み干します。

次年の当番へのバトンとし
て「奉

び

謝
しゃ

日記（オニッキ）」
といわれる紙包みを背中
に差し入れます。

供
く

物
もつ

用飾りの松竹梅と鶴、
亀を用意します。

半紙で灰を包んだあと、墨
と筆で目を描き入れます。

頭と胴体を合体さ
せて、最後に目玉
を付けると、大蛇
の姿になります。

大蛇の口へ
お神酒を注
ぎ、魂入れを
したら完成。

おととしお祀りし
た大蛇をお焚

た

き上
げした灰を使って、
目玉を作ります。

散らばった餅は拾っ
て持ち帰り、これを食
べると風邪をひかな
いといわれています。

鶴の胴体や亀の甲
こう

羅
ら

には大根を使い、
亀の手足にはゴボウを使います

上あごと下あ
ごを合体させ
たら、大蛇の頭
の完成です。

胴体は長いので
境内の木につる
し、わらを継ぎ
足しながら編ん
でいきます。

足と手を巧みに使
いながら細かく編
みあげていきます。

　国府台の辻切りは室町時代から伝わったとされており、元々宮廷
で行われていた儀式をまねたことから始まったといわれています。
みなさんの無病息災や、村に悪霊や悪疫が入ってこないことを願い
ながら作っています。そして、できあがった大蛇は1年間村境の4カ
所にお祀りします。子どもたちも大蛇に見守られながら、外で元気
に遊んでほしいです。代々先輩方の編んでいる姿を近くで見て学び、
今日まで伝承されてきました。これからも、先人たちの思いを受け
継ぎ、後世に残していきたいと思っています。

　五
ご
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、地域の安全を祈願するため駒形大神社
で毎年行っています。にらめっこおびしゃといわれていますが、
勝ち負けを決めるものではありません。笑えば2人とも熱々のお
酒を飲むことになるので、つらいことがあっても我慢して乗り越え
ていこうという思いも込められているのかもしれませんね。また、

「餅ぶつけ」は、無病息災を祈願してお餅をぶ
つけているので、ぶつけられても怒ってはいけ
ませんよ。

　最初に「餅ぶつけ」や、当番
を引き継ぐ「オトウ渡し」が行わ
れます。その後に、杯

さかずき

に酒をなみ
なみと注

つ

ぎ、氏
うじ

子
こ

2人がにらみ合
います。どちらかが笑ったら、2
人とも、大きな杯に入った酒を飲
まなければいけません。このこ
とから「にらめっこおびしゃ」と
呼ばれています。周囲の人も笑
わせようとはやし立て、にぎや
かに進むのが特徴です。

1月20日（月）午前10時頃～午
後3時

駒形大神社（大野町4-2757） 睨
にらめっこ

目比御奉謝保存会
中村さん

国府台辻切り保存会
小宮さん

4体のうちこの1体は
この辺りにいるよ

4カ所でにらみをきかせて
まちをお守りするよ。
探してみてね。

頭

頭

頭

なるほど

◉大蛇の耳にはビワ
の葉を使います。

◉首には白幡天神社
からいただいた木
札が下げられ、町内
安全を祈願します。

ここに注目
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●これまでの「広報いちかわ」が市公式Webサイト・検索 （https://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000009.html）でご覧になれます。日時 内容 講師 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所第1庁舎 第2庁舎場所・会場 子どもにおすすめ ☎市川市の市外局番は047
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